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Iron and Steel Trades (機械工業をも含む〉においては，機械工が標準賃金
を獲得できる期間は比較的短く 25歳から 45歳のあいだに最高の賃金を稼ぐ




した年齢の進展に応じた賃金の推移は，スベンダー]. A. Spender によって
第 1図のように例示されている。彼は職種による年齢と賃金の関係をツェフィ
ーノレドの鉄鋼産業の事例を紹介しながら検討している。それによれば①鍛冶工
Smith，組立工 F:itter，旋盤工 Turner，型工 Moulder，製型工 Patterner，ボ
4) 矢野聡「イギジスにおける無拠出老齢年金思想。展開J(小山路男編『福祉国家の生成と変容』
光生館， 1983年).拙稿 lイギリス老齢年金成立史(1)ー テーキー ノレズ アー スの牛金案 」
『経済論叢』第1:33，也捕1・2号， 1984年，参照ら
5) J. A. Spender， The State and p，εnsions in Old Age， 3 rd.， ed.， Swan Sonnenschein， London， 
1900， Clst. ed. 1892)， p. 25-26 以下の検討は主としてこのスベンダ}の著作に位拠している.
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第 1図年齢によ畠賃金の推移(189C年代〕
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(出所) 1. A. Spender， The State and Pen-
sions in Qld Age. 3 rd.， Swan S阻 u
nenscheユn.London， 1900 (1 st. ed.， 






合であった合同機械工組合 AmalgamatcdSociety of Engioeers の退職給付
sup町 annuationbenefitが55歳から開始さわしていることも，労働者が標準的賃
金 normalwagesを稼ぐことができる最後の時期が55歳前後であったことをし



































(出所〉 市岡Jは.George H. Wood， 'Some Statistics 日 latingto Working 
Class Progress since 1860'. Journal of the Royal Statistical 
Society， Vol. LXI. 1899， pp. 664-665，それ以外は Departmentof 
晶nploymentand Productivity， British Labour Statistics: Hか
torical Abstract 1886-1968， H.M.S.O.， 1971， pp. 28-38 
わ lbid，p. 26，前掲名嶋論文(Jc)， 74ベ ジ，第5安 2，参照。:また，建主事業とおける熟練蛾
種であヮた大工の場合，賃銀獲得の主要な年齢は25歳から50歳までであり，機械工より早〈賃金
の減退が始まり，かっ加速耐であるーとのかめ合同士工組合 AmalgamatedSociety of Carpen-
tersは退職給付を50歳から抽めている。
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9) Ibid.， p.28. 
36 (21B) 第 137者第2号

























10) Ibid.， p. 2!J 
11) Ibid.， p.31 
12) Ibid 
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13) Ibid.， p.33 
14) Ibid.. p. 35. 
15) 1 bid.， p.36 
16) 1 bid.， p. 39 ドックの非熟練労働者の雇用の不安定性，低賃金などは， 1898年目ドック スト
ライキでの争点となり，これを契機として非熟練工の労働運動=新組合が結成された。さしあた
りす前川嘉 『イギリス労働組合主義の売展』ミネルヴァ書房. 1965年， Sidney and Beatrice 
Webb， The History 01 Trade Unic巾 sm(r四日eded)， Longmans， 1920，荒畑寒村監訳『労
働組合運動の歴史(上告)~ (第4刷)， 1981年，参照。
17) ドック労働者の居住するイ ストーェγ 下は，賛困地帯を形成しており，社会調査や七ツルメ
ント運動，慈善運動が行なわれた地域である。チャールズ ブース CharlesBoothの年金案も
このイースト エンドの調査が契機となって出されている。 CharlesBooth，ιEnumeration and 
Classification of Paupers， the State Pensions for the Aged'， Journal 01 the Royal Statisti-
cal Society， Vo1. LIV， Dec.， 1891長野，前十邑論丸前抱拙帯札参照。





















18) Charles Booth， The Aged POOT in England ~and Wales: Condition， Macmillan. London. 
1894この調査はイングランドとウエー ルズの全教区連合 PoorLaw Unionを対象としてアン
ケ トを実施したものであり， 360教区連合 (55.6%)カらの解答を得たものである (Ibid.，pp 
106-107)。
19) Ibid.!以卜の叙述は!第3部. r各教凶一連合からの報告書と高齢者白状態」に基づいている。
この部分では. (l)あなたの地壌では老齢黄民は全体としていかなる状態であるのか. (2) 
高齢者の状態拡20年前と比較してどのように変化したか. (3)高齢者が獲得し得る雇用はいか
なるものであり I それは通例どれ程の金額か. (4)高齢者は. 貯蓄. b 親類・子供友
人からの援助1. c 教会慈善団体などによってどの程度扶養されているのh などの項目に関
してのア γ ケ ト結果を示しているu




的見つけや1いものとして石割り stone breaking (道路用)，道路修結 road
repalrlng，街路清掃 streetscavenglugなどがあげられる。農牧畜労働の賃金
は地域によって異なるが， 1日 15"-'18 6d，週賃金は 5.，99である2l)。当時に
おける農業労働者の標準賃金が週 155であった (34ページの付表参照〕 こと
を考えるならば，相対的には賃金率はそれほど低下しているわけではない。ま















20) i多くり農業主は，高齢者を軽作業で庸い続けるJ(lbid.， p.154)0 
21) Ibid.， pp. 142-143， pp. 178-182， pp. 218-222ヲ pp.252-254， pp. 310-312 
22) Ibid.. p. 122， p.134， p.136 
23) Ibid.， pp. 220-221 
24) Ibid.， p.170. 
25) lbid.. p. 156 























外には農業労働，袋張り，径の分類=週 3s(ハノレ)，レー λ製造業週 3sI""V5s
(ニューポ ト・パグネノレ)，麦わら編み週 3s~4s (ウィンスロウ)，靴下製造
26) Ibid.， p.222. 
27) Department of Employment and Productivlty， Britωh Labour Statistics，: Historical 
Abstract 1886-1966， H恥ILS.O.，1971， p.195 





















17~はローントリーB. S. Rowntreeの第一次ヨ ク市調査，0)の中で報告されて
いるものである。当時は労働者が自らの生計費を記録する習慣が確立しておら
28) C. Booth， op. cit.， p.158， p.168 
29) ]. A. Spender， op. cit.， pp. 43-44 






























l.ff) 回融"老婦人F山車の照明文主眼の世帯n 母親L 事務所の清掃婦として週 6，_娘
は製果工場で週 5-6sを琢いでいる。なお屯調査時点は， 1901年 3月。
(出所) B. S. Rowntree， Poverty: A Study 01 To肌 Life，(2nd. ed.)， Thomas Nelson， 
London， 1913， (lsもed.， 1901)， p.325.よりfドJ<;，
第 l-b衰同世帯の献立
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01:) 事例Aは， 80歳白老婦人であり，子供がおらず援助してくれる友人もいない。タワーハムレット年金委員会〔慈善計休)から 456cl 
。年金を受けている。
事例Bは，老婦であり(年齢不詳)，週!1、ノリ γグの所得がある。なお，事情A，Bは1891年の調主。
事例Cは， 73歳の寡婦であり，洗濯で数 γ リング誠ぎ，小さな菜闘を持っとし、る。
事例Dは， 63歳の2主婦の単身世帯であり，教会の清掃で 1"描維で収入を得る。小さな菜園あり。
事例Eは 央師左も75歳の世帯でまちり，主カ~ 6s j家〈υ小韓国ありuなお以上事例C-Eは， 1894勾ー の調査u
またj 木表作成に当たっては，名嶋和子I 前抱論文，節目表を参考とした。
事例A，Bは J.A~ ßpende~，_ ，?p. cit.， p.10 事例c-nは C.Booth， The Aged POOT in England 岬 dWales.-Condition， Mac 











さて， この老婦人と娘からなる世帯の生計費は食費が 44%， 光熱費が 22













31) 商務庁Boardof Tradeによる労働者家族自生計費調査は1904年に初めて実施されており CCd
3864 of 1908，都市部の:944家族対象)， ζ うした調査を基にして1914年より生計費指数 CostuJ 
Living lndexが公表されているくDepartmentof Employment and Productivity， op. cit.， pp 
18-19)。
32) 31)の調査に上れば 労働者家族のエンゲル部数は，週平均 25，以下の家庭で， 67.3$百， 25 
30，白家庭 66.2%，30-35sの家庭 65.05百， 35-405の家庭 61.0克，生曲以上の家庭 57.0.9ザ， 平
均して61.1%であヮたくlbid.，p. 380)u 
























33) B. S. Rowntree. op. cit.， pp. 323-324，長沼弘毅訳， 351ベー シ。
34) 下層労働者家族〔週収入 26，以下)14家族中3家族が夕食を全く摂っていなかった (Ibid.， p 
313， p.315， p.321， p.327， p.329.長沼訳332，334， 336-337， 346-347， 358へジ〕。
35) Ibid.， p. ~24，長沼訳， 352ヘジ。
36) ロンドンにおける食料品の小売牧戸沼は， 1900年=100とすると， 18四年=103.9，1901年=100.4



























37) J. A. Spender， op. cit.， p.11 
38) lbid. 
39) 以下の叙述は， C. Booth， op. cit.， pp. 398-402，よりまとめたもの。
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40) 島浩三「イギリス貴族的大土地所有と都市開発Jr経済宇字通信』第四号， 1肝8午， 119世紀末
イギリスにおける住宅政策。展開J r阪南論集〈社会科学編)~第16巻第 2 号 1981年』事照。
48 (230) 第 137巻第2号
大きかったことを意味しているロ
労働者階級の老後の生活費を保障する公的制度は存在せず，相互共済として
労働組合の退職給付や友愛協会.FriendlySocietyの疾病給付 sickpayなど
があったが，前者は6日歳以上り男子高齢者のわずか 0.6%に対して支給されて
いただけで'"高齢婦人にはかかる制度はほとんど利用できないものであった。
また後者については前者より受給者数が多いが，その性格上疾病を要件とする
ものであり，さらに財政基盤が~;lc、など広範な高齢労働者の老後生活を保障す
るものではなかった山。
V 小括
19世紀末における高齢者の労働と生活を概括することによって，公的年金が
制定され，高齢者の年金権を承認させた社会・経済的要因として以下の点が確
認された。すなわち，第一に，職域においては機械導入による産業再編成が進
行し，労働者のライフサイクノレの変化が生じ，高齢者に退職が強く迫られたこ
と，第二に，不況の下で高齢者をめくる労働市場は極めて厳しし都市・農村
を間わず雇用が獲得しにくかったこと， したがって，第三に，生計費や住環境
から判断される高齢労働者の生活は極めて貧困な状態となっており，もはや個
人的対応によって解決できるものではなく，公的年金による所得保障という形
での最低生活保障を要する事態に主っていたこと，が示された。
なお，本稿においては老齢貧民の生活状態とそれに対処した救貧行政，産業
革命の結果として労働者家族が形成され高齢労働者世帯が創出された過程など
の検討に及ばなかった。これらの諸点については稿を改めて論じたい。イギリ
ス老齢年金成立史研究としては，かかる社会・経済史的背景の検討と，年金制
定をめくした労働者陪級の運動，年金制定をめ〈る政治的過程の考察により体
系化されるが，順次その作業を行なってゆきたい。 (I985年2月22日〉
41) 前掲，名嶋論文〔上)， 69へジ。
42) 樫原前掲書第8萱「友霊組合の機能の限界ム参照。
